
○マイ・タイムラインは住民一人ひとりのタイムラインであり、台風の接近によって河川の水
位が上昇する時に、自分自身がとる標準的な防災行動を時系列的に整理するもの。
○時間的な制約が厳しい洪水発生時に、行動のチェックリストとして、また判断のサポート
ツールとして活用されることで、「逃げ遅れゼロ」に向けた効果が期待されている。

マイ・タイムラインとは・・
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遠賀川におけるマイタイムライン講習会

○令和２年１月１７日に流域内自治体職員向けのマイタイムライン講習会を開催
（１７市町 37名が参加： 不参加の自治体へも当日の動画及び資料を配付）

各自治体の避難訓練 講習会の際に
マイタイムラインの作成を行うなどの展開を期待

自治体職員向け指導者講習
マイタイムライン講習の内容

各自治体のハザードマップを使用して
「逃げキッド」を使ったマイ・タイムラインを作成

Q：洪水からの逃げ遅れゼロに対し、マイ・タイムラインは有効だと思いますか

参加者全員が有効性を実感したと回答

有効だと思う 有効だと思わない どちらとも
いえない



一般向けマイ・タイムライン作成講習会の開催（令和２年２月８日）
○直方市中央公民館にて遠賀川流域にお住まいの方を対象に開催（約120人が聴講）（直方市民 約80名 流域市町より約40名）
地域の防災リーダーの育成に繋がり、地域防災力の向上を期待。（自主防災組織のリーダーや遠賀川河川協力団体のメンバーも参加）

○マイ・タイムラインは住民一人ひとりのタイムラインであり、台風の接近によって河川の水位が上昇する時に、自分自身がとる標準的な防
災行動を時系列的に整理するもの。時間的な制約が厳しい洪水発生時に、行動のチェックリストとして、また判断のサポートツールとして
活用されることで、「逃げ遅れゼロ」に向けた効果が期待されている。※住民対象では九州初

気象予報士・防災士である松下有菜氏による最
近の気象とマイタイムラインの説明・作成

マイタイムライン作成ツール「逃げキッド」を用いて、参加者はまずハザードマップを見ながら、自分
の家の浸水の予想や、避難場所までの移動時間などをチェックシートに記入し、事前に自分の行動計画
を作成→避難時に慌てずに時系列に沿って行動が可能となる。

毎日新聞（２月９日朝刊）

読売新聞（２月９日朝刊）
朝日新聞（２月９日朝刊）



一般向けマイ・タイムライン作成講習会アンケート結果抜粋

Q：マイ・タイムラインを広めるためには、どんな方法が良いと思いますか。
（複数回答有り）

引き続き講習会を開催することに加え、自治体、自主防災組織等が
主催する講座や学校教育への支援が普及に繋がると考えられる。

Q:家族・近所・友人にもマイ・タイムラインの作成をすすめたいと思いますか。
A:９７％の方が勧めたいと回答

Q:講習会（２時間）の時間について。
A:９０％の方が適当であると回答

Q:逃げキッドを使ったマイ・タイムラインの作成の感想
A:９０％の方が普通または簡単だったと回答

Q:洪水からの逃げ遅れゼロに対し、マイ・タイムラインは有効だと思いますか
A:９８％の方が有効であると回答

その他

Q：講習会の内容は理解できましたか？

参加者の年齢構成：６割近くが70代以上であり残り３割が６０代

高齢者が多かったにもかかわらずほとん
どの方が理解できたと回答

理解できた
概ね

理解できた

わかりにくい
ところがあった

理解
できなかった

Q:今回の講習会に参加しようと思ったきっかけを教えて下さい。
（複数回答有り）

防災に興味があったからとの回答が多く、
住民一人一人の防災意識が高まっていることが伺える。

＜自由意見(抜粋）：大変参考になったとの意見が多かった＞
・近所の方々は高齢の方が多いので、どのタイミングで逃げるかの確認等に役立つ
・日頃から確認すること(しておくこと)大切、あわてないで行動ができる
・ハザードマップと併せて家屋倒壊等のマップも有効でした。浸水時間もよく理解できた。
・心がまえが違ってくると思う。一つづつ自分で作業してみるとしないとは大違いと思う。

・どのタイミングで何をすべきかがわかる。自分の住んでいる場所の浸水の深さ、浸水時間などを
理解した上で備えることができる



http://www.river.or.jp/jigyo/my-timeline_download.html

マイ･タイムライン検討ツールの提供を開始
逃げキッドについて

マイ・タイムラインは、河川の氾濫が起きそうな時に、余裕をもって逃げるために事前に考えてお
く、一人一人の生活に合った、オリジナルの避難行動計画です。
「逃げキッド」は、そんなマイ・タイムラインを作るお手伝いをするための入門的なツールです。

川が氾濫するまでの一連の流れを理解し、発信される情報の種類や入手方法、使い方を知るこ
とで、どのタイミングでどのような準備をしておくかを考え、整理することができます。

下記サイトで一式ダウンロード可能

今回配布したDVDへもデータを入れてます。

浸水想定区域範囲内にお住まいの
方などを対象に避難行動に繋がる
ツールとして全国的に展開中

各自治体の講演会や避難訓練の際に、
是非ツールの紹介及び取り組みについて
幅広に展開頂くようお願いします。
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